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提訴３周年行動　日比谷公会堂に2000人を超える参加者

あるうちの解決を！あるうちの解決を！あるうちの解決を！あるうちの解決を！命命命
勝利判決を勝利判決を勝利判決をアスベスト被害を根絶する

国
と
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
企
業
を

被
告
と
し
て
、
０８
年
５
月
と
６
月

に
東
京
地
裁
と
横
浜
地
裁
に
対

し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
と
遺
族

が
提
訴
し
て
か
ら
、
こ
の
６
月
で

３
年
が
経
ち
ま
し
た
。
６
月
２３
日

（
木
）
日
比
谷
公
会
堂
で
『
首
都

圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
提
訴
３

周
年
集
会
』
を
２
０
０
０
人
を
超

え
る
参
加
者
で
行
い
ま
し
た
。（
�

飾
支
部
か
ら
は
、
４４
人
が
参
加
）

集
会
で
は
、参
加
者
全
員
が『
年

内
に
結
審
・
来
春
判
決
の
横
浜
地

裁
と
来
年
早
々
の
結
審
・
夏
前
の

判
決
を
め
ざ
す
東
京
地
裁
で
の
勝

利
判
決
を
勝
ち
取
る
た
め
、
団
結

を
固
め
前
進
し
よ
う
』
と
決
意
を

固
め
ま
し
た
。

提
訴
し
て
か
ら
３
年
間
、
提
訴

し
た
原
告
団
は
３
８
８
人
で
し

た
。
こ
の
間
５６
人
の
原
告
が
判
決

を
聞
く
こ
と
な
く
死
亡
し
ま
し

た
。
国
と
企
業
の
法
的
責
任
を
明

ら
か
に
し
た
上
で
、
補
償
基
金
制

度
の
創
設
や
抜
本
ア
ス
ベ
ス
ト
規

制
強
化
に
よ
る
被
害
根
絶
と
全
面

保
障
制
度
の
確
立
を
求
め
、
一
日

も
早
い
勝
利
判
決
を
勝
ち
取
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
容
を
会

場
参
加
の
全
員
が
確
認
し
、
集
会

後
、
銀
座
を
通
り
東
京
駅
近
く
の

鍛
冶
橋
ま
で
デ
モ
行
進
を
行
い
ま

し
た
。

署
名
に
ご
協
力
を

組
合
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の

裁
判
で
公
正
な
判
決
が
さ
れ
る
こ

と
を
求
め
、
東
京
地
裁
と
横
浜
地

裁
の
裁
判
長
に
向
け
て
『
校
正
判

決
要
請
署
名
』
の
ご
協
力
を
い
た

だ
く
取
り
組
み
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

春
の
拡
大
が
終
わ
り
、
６
〜
８

月
ま
で
は
日
常
拡
大
月
間
と
し

て
、
み
な
さ
ん
に
日
々
の
中
で
の

組
合
員
の
拡
大
を
お
願
い
し
て
い

る
期
間
に
な
り
ま
す
。
今
現
在
も

５
０
０
０
人
を
き
っ
て
７
月
１
日

付
で
４
９
４
２
人
が
�
飾
支
部
の

組
織
人
数
、
１
月
１
日
付
比
で
４

４
１
人
の
マ
イ
ナ
ス
人
員
で
す
。

春
の
拡
大
で
は
支
部
目
標
を
達

成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
秋
と
年

間
拡
大
目
標
達
成
に
向
け
て
今
か

ら
し
っ
か
り
と
種
ま
き
を
し
ま
し

ょ
う
。
今
一
度
未
加
入
の
対
象
者

の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
お
願
い
し
ま

す
。最

近
の
加
入
例
で
は
、
区
の
保

険
に
入
っ
て
い
た
が
、
保
険
料
が

上
が
っ
た
た
め
土
建
国
保
と
金
額

を
比
べ
て
加
入
に
い
た
っ
た
事
例

が
あ
り
ま
す
。
区
の
保
険
料
が
上

が
っ
た
こ
と
が
大
き
な
動
機
と
な

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

毎
年
行
っ
て
い
る
ハ
ガ
キ
要

請
行
動
。
今
年
も
皆
さ
ん
に
協

力
を
い
た
だ
く
取
り
組
み
と
し

て
実
施
し
ま
す
。

７
・
８
月
の
ハ
ガ
キ
要
請
行

動
は
、
厚
生
労
働
省
宛
の
４
枚

つ
づ
り
の
ハ
ガ
キ
で
す
。
８
月

末
に
厚
生
労
働
省
は
、
財
務
省

へ
概
算
要
求
を
出
し
ま
す
。
概

算
要
求
に
は
、
土
建
国
保
組
合

へ
の
補
助
金
が
当
然

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
概
算
要
求
の
段

階
で
、
土
建
国
保
を

守
る
た
め
の
補
助
金

確
保
を
め
ざ
し
ま

す
。

※
土
建
国
保
は
国
と

東
京
都
か
ら
約
４４
％

の
補
助
金
を
受
け
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

第
３４
回
住
宅
デ
ー
を
、
６
月
５

日
（
日
）
�
飾
区
内
３４
カ
所
で
開

催
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
に
来
て

も
ら
え
る
よ
う
各
分
会
が
思
考
を

こ
ら
し
て
行
い
ま
し
た
。

幸
田
分
会
で
は
、『
東
日
本
大

震
災
の
復
興
に
向
け
た
内
容
で
取

り
組
み
た
い
』
と
、
会
場
内
で
東

北
６
県
の
名
産
物
を
展
開
。
東
金

町
分
会
で
は
、
震
災
の
影
響
で
、

転
倒
防
止
金
具
の
取
り
付
け
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。

取
組
結
果
は
、
本
田
分
会
が
６

年
連
続
で
３
目
標
を
達
成
し
た
の

に
続
き
、
幸
田
分
会
も
３
目
標
を

達
成
し
ま
し
た
。

今
、
一
番
の
話
題

と
い
う
か
、
問
題
に

な
っ
て
い
る
こ
と

は
、
民
主
党
の
菅
首

相
の
『
首
相
を
辞
め

る
』
の
は
何
時
の
事
に
な
る
の
か

…
。今

回
の
「
東
日
本
大
震
災
」
の

あ
っ
た
３
月
１１
日
に
、
も
し
も
地

震
が
な
か
っ
た
ら
何
が
あ
っ
た
の

か
…
。

自
分
も
知
っ
て
驚
き
ま
し
た

が
、
こ
の
日
に
「
地
震
が
な
か
っ

た
ら
」
菅
首
相
に
対
し
て
の
「
内

閣
不
信
任
」
案
が
提
出
を
さ
れ
る

予
定
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。『
九

死
に
一
生
を
得
た
』
菅
首
相
は
、

６
月
２
日
の
「
不
信
任
案
」
否
決

す
る
た
め
に
辞
任
す
る
？
と
か

で
、
６
月
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
今
も
「
や
る
気
満
々
」
で
す
。

復
興
の
た
め
に
は
、
自
民
・
公
明

な
ど
と
の「
大
連
立
」が
必
要
で
、

第
二
次
補
正
予
算
な
ど
決
め
る
の

に
、
５０
日
を
７０
日
に
延
ば
し
た
り

…
何
よ
り
も
日
数
が
決
め
る
ま
で

か
か
っ
て
し
ま
う
。「
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
」
等
を
や
り
遂
げ
て
か
ら

…
や
り
切
っ
て
か
ら
…
と
か
。

大
連
立
の
構
想
の
中
の
「
新
首

相
」で
と
い
う
提
示
に
対
し
て「
新

体
制
」
で
と
か
内
閣
総
辞
職
を
し

て
も
菅
首
相
は
辞
任
を
考
え
て
い

な
い
よ
う
で
。

「
社
会
保
障
の
問
題
と
消
費

税
」
を
一
つ
の
問
題
と
し
て
片
付

け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

震
災
か
ら
今
で
も
自
分
の
立
場

だ
け
を
考
え
、「
被
災
者
」
の
こ

と
は
な
に
か
考
え
て
い
な
い
よ
う

で
、
自
分
の
地
位
や
役
職
に
「
執

着
」
し
て
い
た
の
で
は
な
に
も
解

決
は
し
な
い
と
思
い
ま
す
。

執
着
心
を
捨
て
て
一
日
も
早
い

「
被
災
者
の
事
」
を
考
え
て
決
断

を
願
っ
て
や
ま
な
い
今
日
こ
の
頃

で
す
。

東京土建一般労働組合

� 飾 支 部

〒１２４―００１２�飾区立石８―３４―４
電 話 （５６９８）１２６１
ＦＡＸ （５６９８）１２６２
発行人 細 貝 文 洋

事務所臨時閉鎖
のお知らせ

事務所臨時閉鎖は下記の日付
です。ご注意下さい。
８月３日（水）
８月１５日（月）

お手続きは事前にお願いします。

５５
００
００
００
人人
をを
割割
るる
人人
員員

日日
々々
のの
拡拡
大大
でで
回回
復復
をを
はは
かか
ろろ
うう

第３４回住宅デー開催
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厚
労
省
宛
ハ
ガ
キ
要
請

土
建
国
保
を
守
る
た
め
に
協
力
を

日常拡大の成果表
２０１１年
１月１日付

２０１１年
７月１日付

日常拡大
月間目標

加入者
日常拡大 成果表
７月５日現在

新 小 岩 １３２ １１５ ２ ☆ ２ 増減▼１７

西 新 小 岩 １１１ １０８ １ ０ 増減▼３

東 新 小 岩 ３５１ ３２５ ５ １ 増減▼２６

奥 戸 ５１６ ４６６ ８ １ 増減▼５０

本 田 １９７ １９８ ３ ２ 増減◎１

立 石 １５６ １４１ ２ ０ 増減▼１５

青 戸 ２２５ ２１７ ３ ０ 増減▼８

お 花 茶 屋 ２１８ １９６ ３ ０ 増減▼２２

堀 切 ２８５ ２６６ ４ １ 増減▼１９

二 葉 ２５１ ２２８ ４ １ 増減▼２３

西 亀 有 ① １６８ １５４ ３ ０ 増減▼１４

西 亀 有 ② １０２ ９２ １ ☆ １ 増減▼１０

亀 有 ２４３ ２２０ ４ ０ 増減▼２３

細 田 ２１６ ２０２ ３ １ 増減▼１４

高 砂 ２４６ ２１０ ４ １ 増減▼３６

柴 又 ２５４ ２４７ ４ ２ 増減▼７

新 宿 １６５ １５７ ２ ０ 増減▼８

金 町 １６６ １５７ ３ ０ 増減▼９

東 金 町 １７０ １４６ ３ ０ 増減▼２４

東 水 元 ２８４ ２５３ ４ １ 増減▼３１

北 水 元 ２７１ ２１３ ４ ０ 増減▼５８

幸 田 ２５７ ２５０ ４ １ 増減▼７

飯 塚 １６０ １５５ ２ ☆ ４ 増減▼５

そ の 他 ２３９ ２２６ ５ １ 増減▼１３

合 計 ５３８３ ４９４２ ８１ ２０ ６月１７人 ７月３人 ８月 人

１月１日付人員比 マイナス ４４１人

うちわをかかげ『アスベスト訴訟勝利を勝ち取ろ
う』と団結 �飾からは４４人が参加

厚生労働省宛の要請ハガキ

第６６０号建 設 者２０１１年７月１６日（１）

Ｄ：】Ｐｒｉｖａｔｅ／建設者　７月１６日　６６０号／建設者　７月１６日　６６０号／１面（６１０号より奥付変更）葛に変える



【
東
新
小
岩
・
教
宣
・
佐
々
木

経
昌
】
梅
雨
時
の
下
、
第
３４
回
住

宅
デ
ー
が
６
月
５
日
（
日
）
区
内

３４
会
場
で
開
催
さ
れ
、
わ
が
分
会

は
「
千
代
の
湯
前
」「
西
井
掘
橋

児
童
遊
園
」
の
２
会
場
で
取
り
組

み
、
包
丁
研
ぎ
、
ま
な
板
削
り
、

住
宅
相
談
を
無
料
で
。
そ
の
ほ

か
、
や
き
そ
ば
、
も
つ
煮
こ
み
、

ま
な
板
な
ど
の
販
売
と
主
婦
の
会

ミ
ニ
バ
ザ
ー
、
子
ど
も
対
象
の
景

品
付
き
ル
ー
レ
ッ
ト
な
ど
、
組
合

員
と
主
婦
、
そ
の
ほ
か
有
志
の
方

を
含
め
４０
人
余
り
の
参
加
で
行
い

ま
し
た
。

や
き
そ
ば

大
好
評

今
年
初
め
て
の
会
場
と
な
っ
た

「
西
井
掘
橋
児
童
遊
園
」
は
、
場

所
的
に
人
の
集
ま
り
そ
う
な
所
で

し
た
の
で
、
多
く
の
来
場
者
で
賑

わ
い
各
催
し
物
に
集
ま
る
。
そ
の

中
で
、
や
き
そ
ば
が
大
好
評
で
売

り
上
げ
が
伸
び
た
よ
う
で
す
。
千

代
の
湯
前
で
も
好
評
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
２
会
場
と
も
、
も
つ
煮

こ
み
、
ミ
ニ
バ
ザ
ー
は
例
年
並

で
、
恒
例
の
包
丁
研
ぎ
�
１
５
３

丁
・
ま
な
板
削
り
�
３１
枚
・
住
宅

相
談
�
３
件
の
取
り
組
み
と
な
り

ま
し
た
。
朝
早
く
か
ら
ご
協
力
の

皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

【
奥
戸
・
教
宣
・
星
谷
聰
】
２

年
前
は
雨
、
昨
年
は
奥
戸
小
・
南

奥
戸
小
の
運
動
会
で
ガ
ッ
カ
リ
。

今
年
こ
そ
は
（
奥
戸
小
は
運
動
会

だ
っ
た
け
ど
）と
、水
ヨ
ー
ヨ
ー
、

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
は
小
沢
一
家
、

わ
た
ア
メ
は
徳
山
さ
ん
、
か
き
氷

は
鈴
木
さ
ん
・
坂
本
さ
ん
、
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
は
阿
久
津
一
家
、
焼
き

ソ
バ
は
藤
田
夫
人
・
菅
原
夫
人
・

坂
本
夫
人
・
鮎
沢
夫
人
・
六
角
夫

人
・
渡
辺
夫
人
・
神
谷
夫
人
・
新

井
夫
人
が
お
も
ち
ゃ
も
販
売
。

受
付
を
米
持
夫
人
と
上
杉
夫
人

・
井
上
夫
人
に
頼
み
、
相
談
コ
ー

ナ
ー
は
新
井
さ
ん
に
座
っ
て
も
ら

っ
た
。
具
体
的
な
見
積
も
り
相
談

は
屋
根
か
わ
ら
２
件
他
だ
が
、
一

般
的
な
質
問
相
談
は
数
人
が
入
れ

替
わ
り
に
。
だ
ん
だ
ん
反
応
が
で

て
き
て
る
の
か
な
？

知
っ
て
も
ら
う
が
一
番
で

楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
東
京
土
建

・
奥
戸
分
会
を
憶
え
て
も
ら
え

ば
、
仕
事
・
拡
大
や
ら
色
々
と
ネ

っ
て
こ
と
で
、
包
丁
研
ぎ
は
生
田

目
さ
ん
・
柏
倉
さ
ん
・
井
上
さ
ん

・
佐
山
さ
ん
・
尻
引
さ
ん
達
。
奥

の
テ
ン
ト
で
マ
ナ
板
削
り
を
渡
辺

（
政
）
さ
ん
・
鮎
沢
さ
ん
・
長
さ

ん
。
工
作
は
小
泉
さ
ん
・
白
田
さ

ん
・
米
持
さ
ん
。
配
線
工
事
と
も

ち
つ
き
は
米
山
さ
ん
を
中
心
に
。

人
気
の
風
船
と
お
も
ち
ゃ
は
、

瑞
樹
君
・
祐
一
君
と
乾
太
朗
君
達

若
手
組
が
主
力
で
。

来
場
３
５
０
人

参
加
者
５７
人

包
丁
１
９
８
丁

ま
な
板
１７
枚

相
談
は
３
件

一
応
報
告
書
は
こ
ん
な
と
こ

ろ
。
来
場
者
の
数
が
ネ
。
５
０
０

は
欲
し
い
け
ど
。
１
日
中
人
が
い

て
く
れ
た
と
こ
ろ
で
ヨ
シ
と
す
る

か
。
相
談
は
具
体
的
な
も
の
だ

け
、
仲
間
の
参
加
も
１
０
０
人
位

欲
し
か
っ
た
か
ネ
。
で
も
今
年
は

絵
に
な
っ
て
い
た
ヨ
と
仲
間
の

評
。

【
お
花
茶
屋
・
教
宣
・
笹
原
惠

子
】
梅
雨
入
り
で
心
配
し
て
い
た

天
候
に
は
恵
ま
れ
た
の
で
す
が
、

２
大
強
敵
に
は
、
敵
わ
ず
人
出
を

奪
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
小
学
生
の

姿
が
少
な
く
、
寂
し
い
限
り
で
し

た
。
し
か
し
盛
り
上
げ
て
く
れ
た

の
が
、
フ
ラ
と
多
勢
の
手
伝
い
の

人
。
フ
ラ
は
総
勢
２２
人
。
子
ど
も

達
も
加
わ
っ
て
踊
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
先
生
の
息
子
さ
ん
も
最
後
の

決
め
ポ
ー
ズ
も
バ
ッ
チ
リ
。「
い
っ

ぱ
い
練
習
し
た
よ
」
と
胸
を
は
っ

て
い
ま
し
た
。手
伝
い
は
、総
勢
２４

人
。
特
に
玉
枝
さ
ん（
松
本﹇
安
﹈

夫
人
）
は
揚
物
を
一
手
に
引
き
受

け
て
く
れ
、
手
際
の
良
さ
に
、
一

同
感
服
。
初
め
て
参
加
の
人
も
。

今
後
の
課
題

☆
包
丁
受
付
と
研
ぎ
場
は
近
く
に

☆
ヨ
ー
ヨ
ー
・
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
は

も
っ
と
近
く
に

☆
医
療
生
協
の
参
加
連
絡
は
事
前

に
☆
公
園
の
入
口
で
声
か
け
を

震
災
後
で
家
具
転
倒
防
止
金
具

等
を
用
意
し
た
の
で
す
が
、
住
宅

相
談
０
件
は
意
外
で
し
た
。

【
幸
田
・
教
宣
・
伊
藤
兼
夫
】

６
月
５
日
、
西
水
元
宮
田
公
園

で
開
催
さ
れ
た
第
三
十
四
回
住
宅

デ
ー
は
多
く
の
来
場
者
で
賑
や
か

で
あ
っ
た
。
例
年
よ
り
早
い
梅
雨

入
り
で
心
配
さ
れ
た
お
天
気
も
、

お
陰
様
で
晴
れ
の
ち
曇
り
の
め
ぐ

ま
れ
た
天
気
と
な
っ
た
。
仕
事
対

策
部
の
進
藤
さ
ん
を
中
心
に
二
か

月
以
上
も
前
か
ら
企
画
、
準
備
は

進
め
ら
れ
東
日
本
大
震
災
を
受
け

支
援
の
一
環
と
し
て
東
北
六
県
の

物
産
を
取
り
入
れ
て
微
力
な
が
ら

応
援
で
す
。

岩
手
の
串
も
ち
、
秋
田
の
き
り

た
ん
ぽ
鍋
、
山
形
の
玉
こ
ん
に
ゃ

く
、
福
島
の
薄
皮
ま
ん
じ
ゅ
う
、

青
森
の
十
和
田
風
焼
き
そ
ば
、
宮

城
の
石
巻
風
焼
き
そ
ば
。
ど
れ
も

が
美
味
し
い
物
ば
か
り
が
並
び
会

場
の
公
園
は
活
気
に
満
ち
て
い

た
。
こ
の
他
に
も
、
花
鉢
販
売
、

金
魚
す
く
い
、
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼

虫
販
売
、
親
子
工
作
な
ど
も
催
さ

れ
、
大
盛
況
と
な
っ
た
。

前
日
、
あ
る
い
は
前
々
日
か
ら

の
買
い
出
し
や
仕
込
み
な
ど
多
く

の
組
合
員
さ
ん
の
協
力
で
進
め
ら

れ
、
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
三
百

匹
、
折
り
た
た
み
テ
ー
ブ
ル
、
パ

イ
プ
椅
子
の
提
供
も
有
り
、
ド
ラ

ム
缶
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
の

自
作
等
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
の
日
の
住
宅
デ
ー
は
、
無
料

で
包
丁
砥
ぎ
、
住
宅
相
談
、
手
す

り
取
り
付
け
の
受
付
対
応
取
り
組

ま
れ
て
お
り
、
包
丁
砥
ぎ
は
１
２

０
丁
余
り
、
住
宅
相
談
は
４
件
あ

り
ま
し
た
。

【
本
田
・
教
宣
・
高
橋
清
】
６

月
５
日
、
晴
天
の
中
で
の
住
宅
デ

ー
が
前
も
っ
て
の
宣
伝
ポ
ス
タ
ー

等
を
貼
っ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

宣
伝
を
し
た
成
果
が
伝
わ
り
ま
し

た
。
包
丁
と
ぎ
は
相
変
わ
ら
ず
の

人
気
で
し
た
。

来
場
者
は
、
包
丁
�
１
２
０

丁
、
金
魚
す
く
い
�
８８
人
、
竹
ト

ン
ボ
工
作
�
５３
人
、
住
宅
相
談
�

６
件
で
し
た
。

な
ん
で
も
相
談
で
き
る
住
宅
建

築
の
プ
ロ
が
い
る
こ
と
を
地
域
の

皆
さ
ん
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

参
加
者
４０
人
。
朝
早
く
か
ら
参

加
さ
れ
た
役
員
・
組
合
員
・
家
族

の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

【
西
亀
有
②
・

教
宣
・
折
笠
和

子
】
３４
回
目
の
住

宅
デ
ー
。
良
く
続

い
て
い
る
な
〜
と

思
い
ま
す
が
、
土

建
組
合
が
あ
る
限

り
、
地
域
と
の
密

着
と
い
う
こ
と
で

は
、
一
番
良
い
取

り
組
み
な
の
で
し

ょ
う
ね
。

西
亀
有
②
分
会

は
、
包
丁
と
ぎ
、

ま
な
板
削
り
、
網

戸
張
替
を
中
心
に
、
最
近
は
銅
板

工
作
や
�
飾
元
気
野
菜
の
販
売
も

行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
来
場

者
も
ま
ず
ま
ず
。
毎
年
な
じ
み
の

ご
近
所
さ
ん
や
役
員
の
声
か
け
で

来
る
人
や
ら
で
、
午
前
中
は
包
丁

が
ズ
ラ
リ
と
並
び
ま
し
た
。
研
ぎ

手
の
職
人
が
少
な
く
、
休
む
間
も

な
く
、
ひ
た
す
ら
研
ぎ
に
専
念
。

そ
の
後
は
工
場
に
ま
な
板
を
持
っ

て
い
き
、
き
れ
い
に
削
り
あ
げ
て

く
る
。
網
戸
張
替
は
実
費
の
み
の

格
安
サ
ー
ビ
ス
で
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
主
婦
の
会
は
受
付
を
し
、
番

号
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
り
、
受
け
渡

し
を
し
た
り
、
野
菜
の
販
売
も

し
、
来
場
者
と
の
接
客
（
？
）
に

努
め
ま
し
た
。

【
高
砂
・
教
宣
・
小
林
總
一

郎
】
今
年
は
雨
の
心
配
も
な
く
、

良
好
な
お
天
気
具
合
で
ラ
ッ
キ
ー

だ
っ
た
。
朝
８
時
半
に
は
仲
間
も

集
ま
り
出
し
て
、
柴
田
さ
ん
の
ト

ラ
ッ
ク
到
着
と
共
に
会
場
設
営
に

と
り
か
か
る
。
の
ぼ
り
旗
、
横
断

幕
、
包
丁
と
ぎ
場
に
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
を
か
ぶ
せ
て
屋
根
を
作
っ
た

り
、
９
時
過
ぎ
に
主
婦
の
会
の
女

性
群
も
加
わ
り
、
風
船
を
膨
ら
ま

せ
た
り
、
受
付
の
準
備
を
す
る
。

住
吉
会
場
の
方

で
は
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
を
や
る
の
で
ま

た
一
段
と
段
取
り

が
忙
し
い
だ
ろ

う
。１０

時
前
に
ポ
チ

ポ
チ
お
客
も
見
え

た
。
３
名
の
砥
ぎ

方
で
包
丁
も
増
え

だ
し
た
。
１０
時
半

頃
に
は
支
部
か
ら

は
植
木
書
記
次
長

と
山
屋
さ
ん
の
２

名
で
会
場
視
察
に

見
え
る
。
そ
の
後
区
議
会
議
員
の

三
小
田
さ
ん
が
秘
書
ら
し
き
女
性

と
激
励
に
見
え
ら
れ
た
。
お
客
も

途
切
れ
ず
に
結
構
忙
し
い
。

住
吉
会
場
で
作
っ
た
ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
を
高
砂
会
場
に
も
３０
個
ぐ
ら

い
も
っ
て
き
た
が
、
遊
園
地
に
遊

び
に
来
た
子
ど
も
た
ち
に
も
分
け

て
あ
げ
た
り
し
た
が
、
子
ど
も
連

れ
は
少
な
か
っ
た
。
高
砂
分
会
は

キ
ノ
コ
の
缶
詰
、
山
菜
の
た
ま
り

漬
け
な
ど
も
販
売
し
た
が
、
こ
れ

ら
は
売
れ
行
き
好
調
だ
っ
た
よ
う

で
す
。

昼
食
後
は
お
客
も
ま
ば
ら
に
な

り
、
１
時
を
過
ぎ
た
ら
途
絶
え

る
。
２
時
半
ま
で
粘
り
、
後
始
末

を
始
め
る
。

両
会
場
で
来
客
数
７０
名
。
参
加

組
合
員
３１
名
。
研
い
だ
包
丁
１
４

６
丁
、
ま
な
板
削
り
１６
枚
、
住
宅

相
談
３
件
、
募
金
１
万
４
千
４
９

３
円
。
参
加
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

【
堀
切
・
教
宣
・
細
貝
文
洋
】

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
晴
天

の
中
「
第
３４
回
住
宅
デ
ー
」
を
全

都
一
斉
に
開
催
し
ま
し
た
。

堀
切
は
昨
年
同
様
の
６
月
の
第

１
日
曜
で
、
今
年
は
、「
か
き
氷
」

と
「
金
魚
す
く
い
」
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、「
メ
ダ
カ
す
く
い
」

を
行
い
結
構
こ
ど
も
た
ち
に
う
け

て
い
ま
し
た
。

今
年
の
目
玉
は
、
東
日
本
大
震

災
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、「
耐
震

金
具
の
取
り
付
け
」
そ
し
て
「
義

援
金
」
の
募
金
箱
も
お
い
て
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
も
、「
フ
ラ
ン
ク
」「
焼
き

そ
ば
」「
ヨ
ー
ヨ
ー
」「
銅
版
工

作
」
等
多
数
行
い
ま
し
た
が
、
堀

切
菖
蒲
園
の
「
菖
蒲
ま
つ
り
」
と

重
な
っ
て
か
参
加
者
も
若
干
少
な

く
て
、
今
回
終
了
後

に
セ
ン
タ
ー
で
反
省

会
を
持
っ
て
、
次
回

の
開
催
地
は
小
菅
の

「
袋
橋
公
園
」
で
開

催
を
進
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

次
回
は
今
回
の
反

省
で「
簡
易
テ
ン
ト
」

の
増
設
も
視
野
に
入

れ
て
、
今
年
よ
り
一

段
と
飛
躍
し
た
『
住

宅
デ
ー
』
を
め
ざ
し

て
新
た
に
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

【
東
水
元
・
教
宣
・
林
崎
正
】

６
月
５
日
（
日
）
東
水
元
分
会

は
野
田
材
木
店
作
業
所
に
て
開
催

し
ま
し
た
。
役
員
さ
ん
は
じ
め
、

お
手
伝
い
の
組
合
員
の
皆
々
様
、

テ
ン
ト
設
営
等
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

当
初
は
好
天
に
恵
ま
れ
て
住
宅

デ
ー
日
よ
り
で
し
た
が
、
毎
年
の

行
事
の
水
元
公
園
の
し
ょ
う
ぶ
ま

つ
り
に
行
っ
た
の
か
出
足
が
悪

く
、
こ
の
日
を
待
っ
て
い
る
方
は

来
た
よ
う
で
す
が
、
今
年
は
昨
年

よ
り
来
場
者
も
売
上
も
少

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。来

場
者
は
大
人
が
７０
人

位
、
小
人
３０
人
位
か
…
。

包
丁
研
ぎ
８０
丁
。
募
金
１

３
６
６
円
。

住
宅
相
談
に
期
待
し
て

い
ま
し
た
が
、
３
件
ほ
ど

話
が
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
現
在
見
積
も
り
中

で
、
結
果
は
後
日
説
明
が

あ
り
ま
す
。

当
日
の
出
席
の
組
合
員

数
は
、
３１
名
で
し
た
。

分会名
５月１日
付

組織人数

住宅デーの三目標 結果
①組合員・家族の参加（２０％） ②来場者（１００％）③住宅相談（３件）
目標 合計 目標 人数 目標 件数

新 小 岩 １１２ ２２ １３ ☆ １１２ １１５ ３ ２
西新小岩 １０５ ２１ １７ ☆ １０５ １２０ ３ ０
東新小岩 ３２３ ６５ ４８ ３２３ １２４ ３ １
奥 戸 ４６９ ９４ ５７ ４６９ ３５０ ☆ ３ ３
本 田 １８８ ☆ ３８ ４４ ☆ １８８ ２５７ ☆ ３ ６
立 石 １３７ ２７ ２２ １３７ １１０ ☆ ３ ３
青 戸 ２０９ ４２ ３１ ２０９ ８７ ☆ ３ ４
お花茶屋 ２０２ ４０ ３１ ☆ ２０２ ３００ ３ ０
堀 切 ２６２ ５２ ２８ ２６２ １１０ ３ ０
二 葉 ２３５ ４７ ２６ ２３５ ７０ ３ １
西亀有① １５３ ３１ ２０ ☆ １５３ ２００ ３ ０
西亀有② ９８ ２０ １８ ☆ ９８ １１０ ３ ２
亀 有 ２２１ ４４ ２０ ２２１ ３２ ３ ２
細 田 ２０５ ☆ ４１ ４５ ２０５ ８６ ３ ０
高 砂 ２１９ ４４ ３１ ２１９ ７０ ☆ ３ ３
柴 又 ２４６ ４９ ４５ ２４６ １２５ ☆ ３ ６
新 宿 １５９ ３２ ２４ １５９ ４９ ３ １
金 町 １６０ ３２ １９ １６０ ８３ ３ ０
東 金 町 １４９ ３０ １５ １４９ ５０ ３ １
東 水 元 ２５９ ５２ ３１ ２５９ ９８ ☆ ３ ３
北 水 元 ２０４ ４１ ２６ ２０４ ６８ ３ ２
幸 田 ２４４ ☆ ４９ ６９ ☆ ２４４ ２５６ ☆ ３ ４
飯 塚 １５４ ３１ ２８ １５４ １４０ ３ ０
そ の 他 ２２９
計 ４，９４２ ９８８ ７０８ ４，７１３３，０１０ ６９ ４４

東
新
小
岩
分
会

大
成
功

新
会
場
の
西
井
掘
橋
会
場
に
は

多
く
の
来
場
者

お
花
茶
屋
分
会

運
動
会
・
亀
参
ま
つ
り
は
強
敵
!!

幸田分会

東北の旨い物で
大盛況

来場者２５０人越す

本
田
分
会

今
年
も
大
成
功
で

６
年
連
続
３
目
標
達
成

堀
切
分
会

来
年
を
見
据
え
今
か
ら
準
備

東水元分会

住宅デー

ご苦労さまでした

西
亀
有
②
分
会

包
丁
ズ
ラ
リ
研
ぎ
に
専
念
!!

高
砂
分
会

２
会
場
で
開
催

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

奥
戸
分
会

仲
間
も
楽
し
ん
だ
住
宅
デ
ー

住
宅
相
談
も
だ
ん
だ
ん
と
良
い
反
応
に
？

２０１１年６月５日 第３４回住宅デー取り組み 結果一覧 第第３３４４回回住住宅宅デデーーをを区区内内３３４４会会場場でで開開催催

晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
１１４４分分会会がが目目標標をを達達成成

フラと大勢の仲間で盛り上がる お花茶屋

西井掘橋児童遊園（新会場）は予想的中で大賑わい 東新小岩

子どもに人気のメダカすくいを見守
る山岡分会長 堀切

１日中人でにぎわう奥戸会場 絵になっていたとの評 奥戸

東北支援で６県の物産を展開 幸田

野田材木店で開催の住宅デー 東水元

格安サービスの網戸張替作業中の
舘野分会長 西亀有②

６年連続で３目標達成した本田分会 木根川中央公園会場

住吉児童遊園会場ではポップコーンも
展開で大盛況 高砂

（２）第６６０号建 設 者２０１１年７月１６日（３）



主
婦
の
会
が
誕
生
し
て
４０
年
と

い
う
節
目
を
迎
え
、
６
月
２６
日

（
日
）
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か

を
会
場
に
『
主
婦
の
会
４０
周
年
記

念
式
典
・
祝
賀
会
』
を
開
催
し
ま

し
た
。
来
賓
２８
人
、
全
体
参
加
者

は
１
７
２
人
で
し
た
。

午
前
の
部
で
は
、
本
部
主
婦
の

会
会
長
の
色
摩
ひ
な
子
（
練
馬
支

部
）
を
は
じ
め
、
多
く
の
来
賓
の

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、

篠
田
綾
子
さ
ん
（
北
水
元
）
か
ら

『
�
飾
主
婦
の
会
あ
ゆ
み
』
と
し

て
、
主
婦
の
会
の
結
成
当
時
か
ら

の
歴
史
に
つ
い
て
、
続
い
て
、
柴

田
真
希
さ
ん
（
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）
に
よ
る
食
に
つ
い
て

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

工工
夫夫
をを
凝凝
らら
すす

午
後
の
部
の
記
念
祝
賀
会
で

は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
出
し
物

で
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
に
。

①
第
６
ブ
ロ
ッ
ク
…
合
唱

②
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
…
炭
坑
節

③
第
５
ブ
ロ
ッ
ク
…
詩
の
朗
読

④
第
３
ブ
ロ
ッ
ク
…
健
康
体
操

⑤
第
４
ブ
ロ
ッ
ク
…
安
来
節

⑥
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
…
ハ
ン
ド
ベ
ル

そ
の
後
千
葉
組
織
部
長
に
よ
る

乾
杯
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
と
ア

ロ
ハ
エ
コ
ー
ズ
に
よ
る
演
奏
と
踊

り
と
続
き
、
歓
談
を
し
な
が
ら
楽

し
み
ま
し
た
。

最
後
に
集
合
写
真
を
記
念
撮

影
。
成
田
テ
ツ
子
さ
ん
に
よ
る
閉

会
あ
い
さ
つ
・
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱

で
記
念
祝
賀
会
は
楽
し
い
う
ち
に

終
わ
り
ま
し
た
。

【
主
婦
の
会
・
会
長
・
大
山
艶

子
】
組
合
も
昨
年
来
の
就
業
実
態

調
査
・
適
用
除
外
で
組
合
員
の
減

少
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
３

月
に
は
「
東
日
本
大
震
災
」「
原

発
事
故
」
と
か
つ
て
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
惨
事
に
被
災
地
で
は
、

今
な
お
た
く
さ
ん
の
悲
し
み
と
困

難
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
忘
れ

ら
れ
な
い
年
と
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。４０

年
と
い
う
長
き
に
わ
た
り

「
主
婦
の
会
」は
女
性
特
有
の『
ね

ば
り
』
と
『
や
さ
し
さ
』『
明
る

さ
』
で
、
常
に
前
む
き
に
組
合
員

の
お
と
う
さ
ん
を
支
え
共
に
歩
ん

で
き
ま
し
た
。
す
べ
て
の
女
性
た

ち
の
願
い
で
あ
る
『
い
の
ち
と
く

ら
し
』を
守
り
、新
し
い
時
代
の
要

求
を
見
つ
め
な
が
ら
、
多
く
の
諸

先
輩
が
た
か
ら
受
け
継
い
だ
バ
ト

ン
は
必
ず
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
復
興
の
た
め

の
東
京
土
建
本
部
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
、
新
宿
分
会
の
梅

松
辰
雄
さ
ん
と
鈴
木
利
三
さ
ん
が

参
加
し
ま
し
た
。
６
月
２４
〜
２６
日

（
金
〜
日
）
の
２
泊
３
日
で
石
巻

へ
。以

前
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

た
か
っ
た
と
話
す
梅
松
さ
ん
は
、

春
の
拡
大
月
間
中
の
新
聞
の
裏
面

に
掲
載
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
に
鈴
木
さ
ん
と
共
に
応
募
し
ま

し
た
。「
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
で
知

る
被
災
地
の
イ
メ
ー
ジ
よ
り
実
際

の
現
地
は
復
興
し
て
い
た
と
思
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
が
終
わ
り
、
宿
舎
に
戻

る
前
に
連
れ
て
行
か
れ
た
日
和
山

（
ひ
よ
り
や
ま
）
公
園
の
山
頂
か

ら
街
を
一
望
し
た
時
、
復
興
の
道

の
険
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
私

達
が
復
興
の
た
め
活
動
を
し
て
い

た
地
域
は
、
ほ
ん
の
一
角
に
過
ぎ

ず
、
そ
れ
以
外
の
広
大
な
範
囲
で

は
、
ま
だ
時
計
の
針
は
止
ま
っ
た

ま
ま
。
被
災
し
た
当
時
の
状
況
の

ま
ま
で
し
た
。
自
然
の
破
壊
力
を

目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。」

二
人
が
実
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
た
の
は
、
現
地
災
害
対

策
セ
ン
タ
ー
に
要
請
が
あ
っ
た
家

屋
の
床
下
の
ヘ
ド
ロ
の
片
づ
け
で

し
た
。
１
階
の
床
全
部
を
は
が

し
、
床
下
に
溜
ま
っ
た
長
靴
ギ
リ

ギ
リ
埋
ま
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
ヘ

ド
ロ
を
か
き
出
し
、
袋
に
詰
め
て

運
び
出
す
作
業
で
し
た
。

「
大
変
な
作
業
で
し
た
が
、
無

事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
家
の
方
か
ら
は
感
謝
を
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
も
人
の
役
に
立
つ

の
で
あ
れ
ば
行
き
た
い
で
す
。」

と
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
婦
の
会
会
長

大
山
艶
子
さ
ん

バ
ト
ン
は
つ
な
ぎ
ま
す

主婦の会４０周年記念式典・祝賀会

『『明明るるくく・・楽楽ししくく・・元元気気よよくく』』をを合合言言葉葉にに開開催催
テクノプラザを会場に１７０人が参加

梅松さん・鈴木さん（新宿）

石石巻巻へへボボラランンテティィアア

自然の破壊力を目の当たりに

熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症にににににににににににににににににににににににににに

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだささささささささささささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい��������������������������

左：鈴木利三さん 右：梅松辰雄さん

大山主婦の会会長

第３ブロックの健康体操

第５ブロックの詩の朗読

第１ブロックの炭坑節

第２ブロックのハンドベル

第４ブロックの安来節

第６ブロックの合唱

式
典
最
後
に
参
加
者
全
員
で
笑
顔
で
記
念
撮
影

（４）第６６０号建 設 者２０１１年７月１６日
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